
1

　
　
　

は
じ
め
に

　

平
成
一
六
年
は
、
世
界
各
地
で
大
規
模
・
無
差
別
テ
ロ
が
発
生
す
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
国
際
テ
ロ
情
勢
の
中
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
関
係
者

が
潜
伏
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
テ
ロ
の
脅
威
が
急
速
に
高
ま
り
ま
し

た
。
日
本
人
拉ら

致
問
題
に
つ
い
て
は
、
帰
国
し
た
五
人
の
拉
致
被
害
者
の
家
族
が
帰
国
・

来
日
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
一
○
人
の
安
否
不
明
者
に
関
し
て
は
、
過
去
三
回
の
日
朝

実
務
者
協
議
を
通
じ
、
北
朝
鮮
側
の
説
明
は
不
十
分
・
不
自
然
で
、
依
然
と
し
て
疑
問
・

不
明
な
点
が
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
松
本
被
告
の
権
威
を
前
面
に
出
し
た
「
原
点
回
帰
」

の
教
団
運
営
を
行
っ
た
ほ
か
、
右
翼
は
領
土
問
題
等
を
と
ら
え
た
活
発
な
抗
議
活
動
を

展
開
し
、
過
激
派
は
反
戦
闘
争
に
絡
め
た
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
敢
行
す
る
な
ど
、

厳
し
い
警
備
情
勢
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
に
は
「
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
や
「
福

井
豪
雨
」、
一
〇
月
に
は
「
新
潟
県
中
越
地
震
」
が
発
生
し
、
さ
ら
に
過
去
最
多
の
一
〇

個
の
台
風
が
本
邦
に
上
陸
す
る
な
ど
、
大
規
模
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
警
察
は
、
国
内
外
の
関
係
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
テ
ロ
関

連
情
報
の
収
集
、
テ
ロ
リ
ス
ト
容
疑
者
の
追
及
検
挙
、
重
要
施
設
の
警
戒
警
備
等
を
徹

底
し
た
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に
は
迅
速
的
確
な
救
出
救
助
活
動
等
を
行
う
な
ど
、
警
備

諸
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。

　

掲
載
内
容
は
平
成
一
六
年
一
二
月
末
現
在
の
も
の
で
す
。（
特
に
記
載
の
場
合
を
除
く
。）

新潟県中越地震の発生に伴う災害警備活動（10月、新潟）


